
駅を利用する方が明らかに減って
います。地元もそうですし、特に国
会への乗り継ぎで利用している東京
駅丸の内側も、一時期は、休日では
ないかと思える日もありました。在
宅勤務の定着は、仕事の評価と報酬
のあり方を変えるでしょう。
上場企業の役員と話しても、出社
は週に一回程度で、社内の会議もパ
ソコンと、アイパッドで資料を見な
がらのオンライン会議です。移動時

私は、２１年前に、通勤途上の高崎線の中で日経新聞を読んでいると、民主党が候補者を募集しているとの小さな記事
がたまたま目に留まり、公募に応じたのが議員になったきっかけです。当時の民主党には、私が敬愛する羽田孜元内閣
総理大臣がいらっしゃいました。日本鋼管（現 JFE スティール）での輸出営業、ソニー生命での新規顧客の開拓を担当
していたことが、私の活動を支えています。さて、私のレポートをお届けいたします。

海外動向に左右されず
豊かに暮らせる国造りを目指して
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間も掛からず効率的と伺いました。
誰が収益に貢献しているか良く分か
るそうです。本社機能をもっと簡素
化して、営業や製造現場の近いとこ
ろに人員配置を進めようか、検討も
始まっています。

感染症に対しての
都市の脆弱性

さて、新型コロナウイルス感染症
の流行によって、大都市に暮らすこ

との危なさを多くの方が気づかれた
と思います。
中国武漢市を訪問したことがあり
ますが、武漢市は、近代都市です。
市内にゴミは落ちていませんし、高
速道路の両側３０メートルは植栽が
整っています。イオンモールも３店
舗あり、その一つは世界で５番目に
大きい店舗です。日本人の責任者か
ら、その出店計画は日本でのセオリ
ー（理論）通りと説明を受けました。
ユニクロは、日本よりも２、３割割
高です。ホンダの世界で一番新しい
工場も武漢にあります。工場のレイ
アウト、従業員のモチベーションな
ど、すべての面で完璧でした。従業
員の給与は、ボーナスを含めれば、
日本人の年間所得と遜色がありませ
ん。また、３０階建てのマンション
が高速道路沿いに林立しています。
つまり、日本と同じ程度に発展して
いる都市なのです。

しかし、２０２０年１月２３日に、
中国政府は、家から出ることを禁じ
た都市閉鎖を命じました。そして、
その高層マンション内で集団感染が
発生したと指摘されています。つま
り、武漢市は、人口密度も人口規模
も東京２３区とほぼ同じで、感染症
に対しての都市の脆弱性が世界でも
っとも早く出現したのでした。
ところが、中国は共産主義国家で
あり、個人情報を国が持つことに抵
抗感がないこともあって、その後、
人口１４億人の一人ひとりの感染状
況を、誰がいつどこにいたかも含め
て個別に管理することで、新型コロ
ナウイルス感染症を封じ込めていま
す。新規感染者は、海外から中国に
入国した方であり、国内での発生は
押さえ込んでいます。高速鉄道は満
席、国内線は７割から８割の座席が
埋まっていると、９月には、北京に
暮らす知人から電話で伺いました。

そして、最近、１１月上旬に、中国
から帰国した方にお会いすると、武
漢市では、求人が求職を上回ってい
るそうです。

安全な都市への
住み替えが始まる

さて日本では、新型コロナウイル
ス感染症が再拡大する恐れがありま
すし、首都直下地震のリスクも高く
なっていることも考えると、東京へ
の通勤や通学、東京で暮らすことを
考え直す必要があります。
最近、通勤可能で安全な都市への
住み替えが徐々に始まっています。
先日、神奈川県の同僚議員から、武
蔵小杉駅周辺の高層マンションから
住み替える住民の方が増えていると
伺いました。なぜなら、高層マンシ
ョンは、昼間の居住人数が少ない前
提で設計されていますので、在宅勤
務が常態化すると一日中エレベータ

ぜいじゃく

（裏面へ）

２０２０年１月、中国と香港を訪れ、日系
大手企業の経営者や中国の経済研究所の所長
と意見を交換し、また、清華大学などのハイ
テクベンチャーのインキュベーションや、衛
生画像を使って世界の穀物収量を予測してい
る企業を視察しました。香港で野村証券を訪
れた際に、「最近の中国新興市場ではバイオ
ベンチャーが増えている」と伺ったとき、こ
こまで来たかと実感したのでした。国民の個
人情報や購買情報を持つことができる国は、
医薬の治験が容易なのです。
さて、商工関係者を対象とした中国の最新
事情についてのセミナーが開催され、発言す
る機会をいただきました（上段写真）。

COLUMN

新型コロナウイルス感染症対策分
科会 尾身茂会長と国会で何回かやり
取りをしてきました。尾身会長は、
ステージ 3（医療提供体制への大きな
支障が懸念される状況）と答弁して
います。我が国のリスクコミュニケ
ーションは、尾身先生の誠実な対応
に支えられていると実感しています。
現代に生きる私たちは、これまで

何度にもわたって、感染症の流行を
乗り越えて来た人類の子孫です。で
すから、産まれ持って感染症への免
疫（重症化しないための抵抗力）を
持っています。しかし、「新型」とは、
私たち人類がこれまで経験したこと
のない未知の感染症なので、誰も「免
疫」は持っていません。従って、毒
性の強弱にかかわらず、しっかりと
した対応が必要となります。
私が中国での視察を終えた２０２
０年１月１５日、武漢市では普段と
変わらない生活が営まれていました。
武漢市都市部の人口規模と人口密度
は、東京２３区とほぼ同じです。武
漢市では、２０２０年１月１８日に
「万家宴」と言って４万世帯の大宴会
が行われ、感染爆発を起こしたので

今、取り組むべき対策とは
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した。今の我が国では、マスクをし
たり、距離を取ったりと、お互いに
気をつけていることで、感染が抑え
られています。まったく気にしてい
なければ、寒い１月の武漢と同じよ
うに医療崩壊を起こしているでしょ
う。私は、今後の経済活動を維持す
るためにも、今、ここで立ち止って、
地域を絞っての緊急事態宣言など法
的枠組みでの対応が必要と、厚生労
働委員会で対応を求めています。

質問に答える、新型コロナウイルス感染症対
策分科会尾身会長（写真左）

ーが混み合います。そして、エレベ
ーターに乗ると、住民の皆さんは、
壁を向いて一言もしゃべらないとも
聞きました。一方で、小田原市は新
幹線を使えば東京まで３５分ですの
で、同市への引っ越しを考える方が
増えてきているそうです。
私の地元では、空き家が毎年増え
ています。在宅勤務の定着、首都直
下地震への対応を考えれば、大宮台
地に位置し、地震や水害に強い私た
ちが暮らす地域では、今後、空き家
の価値が見直されると考えます。

エネルギーと食料の
地産地消を進める

これまで、すべての機能を東京に
集中することで、電力などエネルギ
ーが効率的に供給され、人を介した
情報もやり取りもスムーズに行われ
ています。しかし、今回の新型コロ
ナウイルス感染症と、首都直下地震

のリスクの高まりを考えれば、効率
を追い求めることが、実は危険が大
きいことが明らかになりました。
我が国は、エネルギーと食料を自
給できないことが、国の政策の自由
度を制約してきました。つまり、原
材料を輸入して、製品化して付加価
値をつけて輸出することで、エネル
ギーと食料を輸入するモデルを選択
する以外の方法がなかったのです。
しかし、テクノロジーの進歩で、エ
ネルギーは、太陽光、風力や水力発
電で発電量の１７％（２０２０年上
半期では２３ .１％）を賄えるように
なりました。
食料も、人口減少を背景に、今後、
消費量が減って行きます。例えば、
飼料米はたわわに実ります。人が食
せる飼料米を地元の農家から分けて
もらって食べたことがありますが、
新米でもあって美味しく頂いたこと
を思い出します。米穀中心の食生活

に変えて行けば、国民を養うだけの
最低限の農地は、今のところ確保さ
れています。
今から、３５年前、ドイツで駐在
員をしている際に、歩道や公園に敷
設されるインターロッキングブロッ
クのデザインで世界を相手に仕事を
している方を訪問したことがありま
す。南ドイツのブドウ畑が続く丘陵
の上に居を構えておりました。当時
既に自動車電話がついていて、車か
ら東京の本社に電話したことも覚え
ています。そして、勤務地を自由に
選べる働き方に魅力を感じました。
場所に縛られない働き方であるテ
レワークで勤務地の分散化を進め、
エネルギーと食料の地産地消を広め
ることで、海外動向に左右されず、
安全に余裕を持って暮らせる国造り
を目指して、政策提言を進めて参り
ます。

衆議院議員 大島 あつし
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